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① 実践の目的 

 

② 実践の内容 

A【単元の本質 

について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しとふり返りに視点をおいた理科における思考力の育成 

 

 

実践の内容①

単元の本質

第６学年
「燃焼のしくみ」
「植物の養分と水の通り道」
「人の体のつくりとはたらき」
「生物と環境」

事象には流れがあり、

常に変化し続けていく。

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人の体のつくりと
はたらき」

既習と関係づけ、体の中に取
り入れられた空気の成分
が変化したと考えている。

 

 



B【思考のすべについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題設定

予想

(見通し)

考察

ふり返り

経験・既習との関係付け

見通しと結果の関係付け

結果や考察の共有・検討をする

自己の変容・他者からの学び を意識

実行

結果

【思考のすべ】
比較(視点の明確化)

(基準の明確化)
関係付け 思考の基盤

既習 話型

比較・関係付け 視点

思考の基盤

比較の基準 視点

ふり返り

単
元
を
貫
く
見
方
や
考
え
方

実践の内容② ～思考力育成のための学習モデル～

比較・関係付け

 

実践の内容②

第3学年「物と重さ」

【思考のすべ】

比較
(基準・視点の明確化)

 

粘土を落とし
てしまったの
で基準が変
わってしまっ

た？

基準
300ｇ

【思考のすべ】

比較・関係付け

 

実践の内容②
第４学年「物の体積と温度」

【思考のすべ】
思考の基盤

空気は温めたり冷やした
りすると体積が変わる。

水では？

 

空気は温めたり冷やし
たりすると、体積がか
わったのだから水は…

実践の内容②

 

 



C【話型について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実践の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践の内容③

【思考のすべ】
思考を促す

話型の活用

 

実践の内容③ １年生の教室掲示

 

実践の成果

59%
31%

6% 2% 2%

2学校の学習はわかりやすい。

あてはまる

ややあてはまる

ややあてはまらない

あてはまらない

わからない

令和2年度児童アンケート結果

比較や思考の基盤など思考のすべを使うことで見通し
をもって問題解決へと向かうことができるようになり、
経験や既習を関係づけて物事を考え、自信をもって学習
に向かっている。

・既習を用いて考えるこ
とが習慣化されてきた。

・比較、関係付けなど思
考のすべを子どもがも
ち始め、授業の中で考
えを深めていく姿が見
られてきた。

 

実践の成果

ふり返りを行い共有することで、一人一人が理解を

深めたり、友達からの学びを実感できたりするようにな
り、自分とは違う他者の存在への気づき、自分だけでは
なく様々な異なる考えを尊重し、認め合う姿が増えた。

・思考を促す話型の定着をも
とに、互いの意見の比較や
関係付けがしやすくなり、
話し合いが焦点化され、違
う考えからの学びを実感す
るようになってきた。

令和2年度児童アンケート結果

 


